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ヵッパ8型の歪計と温度計

森 大吉郎・和波衛身・今沢茂夫

　1．はしがき

　ロケット搭載用歪計および温度計については，カッパ

1・3・5・6型に用いたものに関しては，すでに報告（1）

したが，本稿ではカッパ8型と9L型用について前報告

より変わった点につき説明し，あわせて測定結果の代表

例を示す．

　2．温度計
　6型までは白金線温度計を用いてきたが，8型からは

サーミスタ温度計を用いた．サーミスタ温度計は白金線

温度計と比較して

　（a）増幅器が不要である．

　（b）　エレメントが小型で取扱いが簡単である．

　（c）　多点測定が容易である．

などの利点があるが，一一方欠点としては，

　（a）温度対出力電圧特性が直線的でなく，また最高

温度が350°Cまでしか使えない．

　（b）　ガラスに封じてあるため，応答特性が一般に悪

い．

などがあげられる．利点に魅力があるので応答特性の良

い素子を特註し，利点を生かした簡単確実な測定法を工

夫して，これを実用に供した．第1図はサーミスタゲー

ジの出力電圧特性の例を，第2図には応答特性の測定例

を示した．これは一定温度のシリコーン油の中にゲージ

を急に入れてその後の応答特性を記録したものである．

第3図はこのゲージ群を用いた多点測定用回路でマイク

ロモータでn一タリスイッチを駆動して簡単確実に多点

測定ができる．第4図はこのようにしてえられた温度の

テレメータ記録例で，OVと5Vの較正値を入れて10

点の時分割測定をしている．第5図にK－8Dの測定結
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果を，第6図にK－8－1号機より4号機までの各測定結

果をまとめた一例を示す．
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第2図　サーミスタの応答特性
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第3図　温度計回路図
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　第4図　温度のテレメータ記録例（K－8－4）
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K－8Dの温度測定結果
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生　産　研　究

　4号機では尾翼について流れ方向の

温度分布をなるべく純粋に測定するよ

う工夫を加えた．

　9型の測定結果は「構造」（42ペー

ジ）の項に掲げてある．

　これらの測定結果は計算結果と対応

させて，空力加熱特性の推定，次期設

計の資料として重要な役割を果たした

が，なおまだ検討すべき多くのものを

含んでいる．

3．歪　計
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第6図　K－8－－1・2・3・4号機温度測定結果の一部
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　歪計はK－7・K－8・DおよびK－8－1

号機の尾翼の歪測定に用いたが，計器

としては前報告①と同様である．測定

結果を第7図と第8図に示す．

　燃焼終了前後に大きく不規則な歪が

生じていることが判るが，これより全

体の負荷特性を推定するには，尾翼の

荷重特性，空力加熱特性と燃焼終了前

後の外力の特性とをあわせて考慮せね

ばならない．詳細な検討や熱の影響の

吟味はなお今後の問題と思うが，尾翼

負荷の大要は本測定で判明した．

　　　　　　　（1961年8月5日受理）
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第7図　K－8Dの歪測定結果
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第8図　K－8－1の歪測定結果
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